
 
                               

 

 

 
 
関東学院大学（本部：横浜市金沢区 学長：規矩大義）は、国立国際医療研究センター病院（東京都新宿区）、

ユニオン産業（川崎市中原区）と共同で、病院の医療廃材をリサイクルした食器類を開発し、3 月 20 日（火）から

販売を開始します。 

一般社団法人医療の環境負荷低減研究会などで、日本の病院から排出される医療廃材がほとんどリサイクル

されていないことが課題と指摘されてきました。医療廃材のリサイクル利用の可能性を広げるため、関東学院大学

からは人間共生学部の佐野慶一郎教授（リサイクル工学、環境政策論）と理工学部の香西博明教授（高分子化

学、ゴム材料科学）、武田克彦准教授（内燃機関、代替燃料）の研究室が製品開発に参加しました。 

同製品では、国際医療研究センター病院で回収された「医療器具の梱包ポリ袋」（非感染性）と、関東学院大

学で回収されたペットボトルのキャップ、国内で伐採された廃竹材を粉砕混合しています。製品のおよそ40％で、

リサイクル原料が利用されています。 

今回販売を開始する製品は、エコカップとエコ箸で、関東学院大学の購買部で販売します。 

 

【製品の製造フローイメージ】 

 
 

 

【販売製品】 

     エコカップ ・・・ 500 円（税込） 

     エコ箸 ・・・・・・ 500 円（税込） 

     販売に関するお問合せ 

      （株）関学サービス TEL.045-786-7821 

 

 

 
 

◆ リリースに関するお問合せ先 ◆ 

 2018 年 3 月 19 日 
関 東 学 院 大 学   広 報 課 

 TEL:045-786-7049 

医療廃棄物を利⽤したリサイクル製品を研究・開発 
3 ⽉ 20 ⽇（⽕）より、販売を開始します。 

関東学院大学 

1884 年横浜・山手に米国人宣教師が創立した横浜バプテスト神学校が源

流。1949 年の学制改革により関東学院大学となる。現在では、国際文化、社

会、法、経済、経営、理工、建築・環境、人間共生、教育、栄養、看護の 11 学

部を設置する総合大学。 

学生数：10,978 名（2017 年 5 月現在） 学長：規矩大義 

 

取材等に関わるお問合せ先 

関東学院大学 広報課 

鈴木敦 

TEL：045-786-7049 
kouhou@kanto-gakuin.ac.jp  
横浜市金沢区六浦東 1-50-1 


